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家　畜　糞　尿　の　利　用　に　関　す　る　研　究

第1報　青草期における乳牛の糞尿排泄量について

大沼　保・丹野祐一・高玉梓一・竹内正治

（宮城県農試）

1．　ま．え∴が　き

近年畜産の規模拡大に伴って，厩肥の生産は増加し，

一部にはその処置に困る事例さえみられる現状であるが，

土地との結びつきの深い畜産の現段階としては，家畜糞

炭の処理及び高庇利用を，畜産の楔械化一貫作美として

行うことが，健全を農業経営上の要点である．しかるに

従来の資料は，現在の厩肥生産や処理利用の実際と合致

しない点が多いので，家畜糞炭の効率的利用をはかる場

合の基礎資料として，粗飼料主体の乳牛飼養だおける乳

牛糞城の年間排泄量を，飼料給与形態別に推計しようと

するものである．今回は僻に青草期における乳牛の糞媒

排泄実態について検討した．

供試牛の概況 （試験開始時）

2・　試　験　方　法

1　試験期間

青草期においても甘辛の生産量及び質などによって，

採食量も違い，乳牛糞尿排泄量の相違が考えられるので，

青草生育がもっとも盛んな時期として，昭和87年の夏

7月4日～11日（予備調査5日，本調査3日間），生

育の衰える時期として同年秋9月27日，10月4日

（予備，本調査は7月と同様）の雨季に亘って調査し，

夏場青草の代表とした．

之・供試牛

第1表のとかれホルス●メイン種成雌牛5頭で，いず

れも採食量，体重，年令の近似したものを選定した．

区 ‾姦 丁 ノ広
品　 種

ホ ル 種

生 年 月 日 産　　　 歴 姫 娠 日 令 体　　　 重 乳　　　 盈

ま

1 r　昭 8 4 ． 1 ： 1 1　 産　 次 115 日 432 Eク 10 ．4 Eク

2 〝 〝8 3 ．1 2 ：1 5 1　　　 〝 ‘符

1盟

468 4 ．7

8 ′ 〝3 4 ． 2 ：2 7 1　　　 〝 〟71 11 ．0

5 ′ 〝3 4 ． 2 ：1 4 1　　　 ■ 度近 1　 10・7

秋

4 ′ 〝8 4 ． 1 ： 8 2　　　 〝

164

2 旭

48 2 15 ．4

2 〝 〝3 8 ．1 2 ：1 5 2　　　 〝 瓢 0

3 ■ 〝8 4 ． 2 ；2 7 1　　　 〝 4g l 11 ．8

5 〝　　 l 〝8 4 ． 2 ：1 4 2　　　 ■ 1　　 飢7 0

a　給与飼料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食塩，カルシウムを慣行に工少添加した以外は一一切の補

給与習科は第2表のように，同一圃場の牧草だけとし，　助飼料を与えなかった．

第2表　給■与飼料

葺　 種　 割　 合 （痴）

！イクリヤン オーチヤード ラ　 ヂ　 ノ エ・ン㌧バ　ク 雑　　　 草

4 7 ．7 1 4 ．6 怨 ．1 6 ．9

8 ．8 1 1 ．8

D C P

8 16 ．5 2 ．0

秋

屯　給与法及び飼蚤管理

令飼い刈取少1．日3回給与（6時，11時，16時）

の飽食を原則とし，飲水量は制限することなく，搾乳，

手人などの一般管理は慣行にしたがった．

昆　調査項目

仙　気無条件：自記温湿度計

砂　体　　重：毎回牛衡器で秤量

紗　採食量：採食量＝給支量一残食量

細　摂取水分量：採食飼料中水分＋飲水宝

飾　排泄糞媒：全量採取で回数，量調査

3．　結果及び考察

1　気象条件

気象条件は牛の生理と深い関係があるが，夏の気温は
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23－24℃1㍉秋は19－21℃で雨季共曇，雨の日　　乳牛の体重は毎朝青草給与前に測定し，第8表にその

が多く，湿度はとくに夏に高かったが，外部からは，健　推移を示したが，夏の牛彪5，秋の彪4を除いては・い

廉に支障をきたす所見は認められなかった．　　　　　　ずれも僅かながら増俸が認められた・

之　体　重

来る　　　 重の一推移 ＿し皇位鞄）　　　　牛 彪

区　　　　 分 1 4　　　　　 2 3 5

雷

7 月　 9 日 磁 亜 4m 讃B

7　 1 0 4：B 偶 476 565

7 1 1

増　 減

偲 4’托 朗唱 5田

－40 ＋6 ＋5

秋

1 0 月　 2 日 4i受 田）

泌

5田

亜

超1

亜汀

617

1 0　　　 3 耶

一，

（辺

磁

1 （1 4

増　 減
－7 ＋さ ＋2 ＋15

8　青草給与皇及び採食量　　　　　　　　　　　　第4表の通少であった・ まの生育最盛期は水分含量も泊

青草の最高採食時の集成排泄実態をおさえるために，　節と秋の乱写多忙此して高く・採食量も多かったが・摂

飽食を原則としたが，予備調査結果から，刈取少生牧草　取凰乾重では夏乱用・秋は・的で雨季共大差なく摂取

90晦前後を1日a回に分与して採食量を調べた結果は　されたことは興味深い・

某 4 表　 書 葺 給 与 量 及 び 採 食 量　　 体 重 別 海 当 少　 Eタ／ 日

区　 分 牛　 彪
給　 与　 量　 由 ） 彩　 食　 量 （瑚

青　 草　 重 凰　 乾　 壬 青　 草　 重 凰　 乾 採　 食　 事

夏

1 1（2 ．0 16．8 9 1．5 15．1 90 ．0

2 98 ．5 15．4 同 ．8 適．2 鉱 ．8

8 9 8．0 15 ．4 9 1．9 15 ．2 9 8．8

5 ●花．5 18．0 70＿0 11．5 紗 ．1

平　 均 9 1，8 15．1 士 1．8 88．3 士 10．5 13．7 土 1．8 9 1．0

秋

4 94．0 19．5 偽 ．7 臼．9 ■符．0

2 淡 ．0 17．8 一妬．9 9 ．7 弘 ．5

8 92．0 19．0 8 ；．8 13．8 72．7

5 72 ．0 14，9 52．2 10．8 72．6

平　 均 1第．0 17．8 土 2 ．1 鶉 ．7 士 10．7 12 ．1 士 2．1 68．2

総　 平　 均 弟 ．9 鳩．5 土 2 ．2 n ．0 土 鳩．4 通 ．9 士 1．9 79．8

▲　糞城の排泄について　　　　　　　　　　　　　　　　を1排媒回数及び排泄量

鋸　排糞回数及び排泄量　　　　　　　　　　　　　1日の排尿の回数及び量については第2図に示した上

1日の排糞の回数及び宜については第1図に示すエう　　うに，夏が回数，丑共に多くト糞と相反的傾向が強く現

に，秋が夏工少多い結果となった．1回の量は，夏秋を　　われ，摂取水分と密接な関係が窺える・1回量について

問わず大体2顆前後でふれが少い．
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第1回　排糞回数及び排糞量

は平均2～8句の量域で，夏はやゝ多いが．大差はない．
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第2園　排城回数及び排探量
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¢）採食量と耕糞媒量の関係

採食量と糞媒排泄立との関係を検討した結果は第3国

のようで，排共生と採食墓との間に払明らかに正の相関

があれ帝に秋は採食堂に対して排共産の多い傾向が見

られた・排尿についても正の相関にあわ，糞とは反対に夏

の姥宜が多く，抜取水分と関係が深い・

一日＝HWY一書篭り一〇”鵬

第8図　採食丑と排蓑媒量の関係

今回は夏場青草給与時について検討したが，粗飼料の

年間平衡給与体系技術確立の観点から，さらに牧草の夏

枯れ対策の補助飼料としての夏場塩草給与時の排泄を調

査し，更に冬場塩草給与時にも行い，併せて粗飼料主体

の乳牛飼養時の排泄量を把握し，家畜糞尿の効率的利用

の賓としたい．

第5表　水分摂取及び排泄

牙）7

已　水分摂取及び排泄

雨季の水分棋取，排泄を第5表，第4図に示した．夏

は調査日が雨のせいもあったか，飲水立は皆無であった

が，青草よ♪多量の水分を摂取しているのが特徴的であ

れ摂取水分の多少は排城の回数及び立を左右する．

排泄水分については，糞・屁及び牛乳に限定して考え

たが，青草よ少水分摂取の高い夏は尿中へ，糞立の多い

秋は糞中に多く排泄された．又雨季共乱立の多い牛の，

摂取水分及び排泄水分が特陀高いことは泌乳の生理機構

から当然の結果で興味深い．
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第4図　水分の摂取及び排泄

（体重別句当カ　EF／目）

体重 別0 鞄空目）＋ 鞄／ 日

区　 分
摂 取 水 分 量 （A ）Eク 排 泄 水 分 量 （8）鞄

B ／ A 痴青 草 （ロ）　由．5 飲　 水 （呵
・8 悪 ≠

糞 （f）「 尿 （可　 乳 （可
f ・＋∴n ＋m

夏 0 2 ．6 葦．5 8．1 朗．2 92 0
秋 46．6 9．1 馬．6 ≦汀．8 12．4 6．0 46．8 沼．0

注　水分含量（多）

乳


